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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
生
成
の
た
め
の
歴
史
的
諸
前
提

原
始
共
同
態
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
態
様

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
変
化
と
そ
の
前
提
諸
条
件

四

社
会
的
分
業
の
展
開
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
変
貌



コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
生
成
の
た
め
の
歴
史
的
諸
前
提

言
語
と
い
う
様
式
を
と
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
人
間
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
成
り
立

ち
得
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
予
め
自
己
と
他
者
と
い
う
諸
個
人
の
存
在
が
前
提
さ
れ
、
な
お
且
つ
そ
れ
ら
諸
個
人
の
聞

に
、
何
ら
か
の
共
通
し
た
意
味
の
了
解
が
想
定
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
言
う
を
侠
た
な
い
。
そ
し
て
ま
た
諸
個
人
と
、
諸
個

人
に
共
通
し
た
意
味
の
了
解
と
が
存
在
す
る
以
上
、
そ
れ
ら
諸
個
人
は
、
何
ら
か
共
通
的
な
社
会
関
係
｜
｜
共
同
組
織

。OBO
庄
司
2
8
1
1
1
の
も
と
に
編
制
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
こ
れ
ま
た
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

コ
ミ
、
ユ
ニ
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ケ
l
シ
ヨ
ン
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
既
に
「
共
同
組
織
」
の
存
在
が
前
提
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ

自
体
「
共
同
組
織
」
の
産
物
た
る
性
格
を
有
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
こ
の
よ
う
に
何
ら
か
の
「
共
同
組
織
」
の
う
ち
に
そ
の
淵
源
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
に
し

て
も
、
そ
れ
で
は
い
っ
た
い
、
こ
の
ひ
と
つ
の
「
共
同
組
織
」
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
日
々
新
た
に
産
み
出
す
と
こ

ろ
の
必
然
性
（
H
実
践
的
条
件
）
は
何
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
結
局
、
共
同
組
織
に
基
づ
く
「
協
働
」

NCEssg三件
g
で
あ
る
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
先
ず
、
「
自
然
的
諸
個
人
」

E
E
E♀
Z
E
E含
g
が
彼
自
身
の
再
生
産
に
と
っ
て
不
可
欠
な
前
提
で

あ
る
と
こ
ろ
の
物
質
的
生
活
の
た
め
の
「
生
産
行
為
」
閉
ざ
含
N
5
2
（
↓
自
然
の
質
量
変
換
た
る
「
労
働
」
旨
Z
R）
を
行
な
う
と
き
、

既
に
彼
（
H

労
働
主
体
と
し
て
の
自
然
的
個
人
）
は
「
自
然
的
で
あ
る
が
故
に
：
：
：
必
ず
何
ら
か
の
形
の
ク
共
同
組
織
。
に
所
属
」
（
大

一
一
頁
、
傍
点
原
著
者
）
し
て
お
り
、
そ
の

塚
久
雄
「
共
同
体
の
基
礎
理
論
』
岩
波
書
店
、

一
九
五
五
年
〔
以
下
『
基
礎
理
論
』
と
略
記
〕

た
め
そ
の
成
員
諸
個
人
の
「
『
有
用
的
諸
労
働
は
相
互
に
独
立
的
に
私
事
と
し
て
営
ま
れ
る
』
こ
と
な
く
、
社
会
的
分
業
は
ク
共
同

組
織
ψ

と
し
て
編
制
さ
れ
、
：
：
：
外
枠
に
は
め
こ
ま
れ
て
」
（
大
塚
「
基
礎
理
論
』
七
頁
。
引
用
文
中
の
『
』
内
は
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
」

い
る
。
従
っ
て
そ
れ
ら
諸
労
働
は
、
常
に
す
ぐ
れ
て
「
協
働
」
（
こ
の
場
合
は
特
に
「
共
同
労
働
」
）
た

26ラ

第
一
巻
第
一
篇
第
一
章
第
四
節
）



政治・社会

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
「
協
働
」
に
お
け
る
必
要
性
の
う
ち
に
こ
そ
、
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
H

精
神
的

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
必
然
性
」
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
人
間
は
た
だ
社
会
の
内
部
で
の
み
白

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

生
存
す
る
や
い
な
や
そ
の
最
初
か
ら
た
が
い
に
必
要
と
し
あ
い
、
そ
し
て
た
だ
交
通
を
む
す
ぶ
こ

交
通

を
介
在
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い

分
た
ち
の
欲
望
を
み
た
し
：
・

、
、
、
、
、
、
、

と
に
よ
っ
て
の
み
自
分
た
ち
の
欲
望
や
能
力
な
ど
を
発
展
さ
せ
え
た
」

（
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス

『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
古
在

慶醸の政治学

由
重
訳
、
岩
波
文
庫
、

一
九
五
六
年
〔
以
下
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
と
略
記
〕
二
四
四
頁
、
傍
点
引
用
者
）

の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
間
の
論
理
的
脈
絡
に
つ
い
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ム
ソ
ン
は
実
に
適
切
な
る
比
聡
を
以
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
「
道
具
は
労
働
者
の
活
動
を
そ
の
労
働
対
象
に
伝
え
る
伝
導
体
の
役
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
生
産
用
具
が
、
労
働
者

と
そ
の
労
働
対
象
と
の
あ
い
だ
に
、
彼
の
活
動
の
伝
導
体
と
し
て
さ
し
は
さ
ま
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
彼
と
そ
の
仲
間
の
労
働

者
と
の
あ
い
だ
に
は
、
生
産
す
る
の
に
不
可
欠
な
活
動
の
相
互
交
換
を
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
通
信
手
段
と
し
て
、
言
語
が
さ
し
は
さ

ま
れ
る
。
」
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ム
ソ
ン
『
最
初
の
哲
学
者
た
ち
』
出
隆
H

池
田
薫
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
、
三
七
頁
）
。

、、

以
上
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
淵
源
は
「
共
同
組
織
」
の
う
ち
に
あ
り
、
ま
た
こ
の
「
共
同
組
織
」
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

、

、

、

（

5
）

l
シ
ヨ
ン
を
産
み
出
す
必
然
性
は
そ
の
成
員
諸
個
人
に
よ
る
「
協
働
」
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン、、

が
成
り
立
ち
得
る
た
め
の
こ
れ
ら
前
提
諸
条
件
の
生
成
に
対
応
し
て
、
個
別
的
な
労
働
主
体
の
側
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
音
ω
識

国

0
5
2
8
5
は
い
っ
た
い
如
何
な
る
所
以
の
も
と
に
生
起
す
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
成
立
す
る
た
め
の
前
提
諸
条
件
に
促
さ
れ
つ
つ
、
い
わ
ば
自
然
成
長
的
に
生
成
す
る
と
こ
ろ
の
「
他
の
人
間
と
の
交
通
の
欲
望
、

、

、

、

、

、

、

そ
の
必
要
」
性
の
意
識
、
或
い
は
論
理
的
に
言
え
ば
「
ま
わ
り
の
諸
個
人
と
結
合
す
べ
き
必
然
性
の
意
識
」
（
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル

ス
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
三
八
頁
、
傍
点
引
用
者
）
か
ら
で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
個
別
具
体
的
個
人
（
H

「
共
同
組
織
」
成
員
）
の
「
意
識
」
が
、
既
に
予
め
そ
の
共
同
組
織
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
る
何
ら
か
の
媒
体
を
介
す
る
こ
と
に
よ

、、

っ
て
、
他
の
諸
成
員
に
と
っ
て
も
共
通
す
る
も
の
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
る
や
、
そ
れ
が
「
他
の
人
間
に
と
っ
て
も
存
在
し
、
し
た
が



っ
て
ま
た
私
自
身
に
と
っ
て
も
は
じ
め
て
存
在
す
る
現
実
的
な
意
識
」
（
H

「
実
践
的
意
識
」
H

「
言
語
」
）
（
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
「
ド

イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
コ
一
七
｜
三
八
頁
）
と
な
っ
て
、
意
味
の
了
解
（
H

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。

原
始
共
同
態
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
態
様

さ
て
、

、、、、、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
成
す
る
た
め
の
こ
う
し
た
論
理
的
諸
条
件
を
歴
史
的
前
提
と
し
た
の
ち
に
、
次
に
は
、

コミ、

ユ
ニ
ケ
l
シ
ョ
ン
の
史
的
変
遷
が
い
か
な
る
諸
様
相
（
H

諸
段
階
）
の
も
と
に
展
開
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
展
開
を
推

、、、、、

し
進
め
る
と
こ
ろ
の
諸
条
件
は
何
な
の
か
、
と
い
っ
た
歴
史
的
推
移
の
問
題
が
立
ち
現
わ
れ
て
来
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
淵
源
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
共
同
組
織
」
は
、
歴
史
上
、
何
よ
り
も
先
ず
「
原
始
共
同
態
」

と
こ
ろ
で
、

精神的交通論序説（八！｜｜敏昭）

日
告
吋

E
m－－。
F
O
O
O
B
2
5各
島
と
し
て
出
発
す
る
。
こ
の
「
原
始
共
同
態
」
は
、
極
め
て
原
生
的
な
「
原
始
群
団
」
か
ら
、
比
較
的

発
達
し
た
「
種
族
共
同
態
」
に
至
る
ま
で
の
様
々
な
形
態
を
示
し
な
が
ら
も
、
と
も
か
く
そ
れ
ら
は
純
血
族
組
織
と
し
て
の
統
一
性

（
日
原
始
的
「
集
団
性
」
）
を
有
す
る
と
い
う
点
で
共
通
し
た
特
徴
を
も
っ
て
お
り
、
共
同
態
諸
成
員
自
身
の
再
生
産
に
不
可
欠
な
諸

労
働
の
様
式
、
す
な
わ
ち
「
協
働
様
式
」
は
、
著
し
く
「
共
同
労
働
」
的
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
原
始
共
同
態
に
お

け
る
生
産
力
の
性
格
は
、
「
共
同
労
働
」
に
基
づ
く
「
集
団
的
生
産
力
」
（
大
塚
久
雄
「
共
同
体
解
体
の
基
礎
的
諸
条
件
」
「
大
塚
久
雄
著

作
集
」
第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
〔
以
下
「
諸
条
件
」
と
略
記
〕

一
一
四
、
二
九
頁
）
と
も
呼
ぶ
べ
き
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
「
個

別
労
働
」
－

2
5
g巳
3
B
o－
－
目
。
（
マ
ル
ク
ス
「
ヴ
ェ
ラ
・
ザ
ス
l
リ
ッ
チ
へ
の
手
紙
」
「
先
行
諸
形
態
』

生
産
力
」
と
い
う
性
格
は
遠
く
背
後
に
退
い
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
原
始
共
同
態
に
お
け
る
生
産
力
の
水
準
は
、
こ
の
「
集
団

的
生
産
力
」
的
性
格
に
規
定
さ
れ
て
極
め
て
低
位
な
ま
ま
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
言
い
換
え
れ
ば
、
す
な
わ
ち
「
生
産
諸
力

一
二
四
頁
）
に
基
づ
く
「
個
人
的

267 

の
分
化
」
（
大
塚
『
基
礎
理
論
』
四
四
頁
）
と
し
て
の
「
社
会
的
分
業
」
の
展
開
（
↓
生
産
諸
力
の
上
昇
）
が
、
未
だ
極
め
て
萌
芽
的
な



政治・社会

状
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

、、、

一
方
、
「
協
働
」
に
お
け
る
必
然
性
を
契
機
と
し
て
産
み
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
態
様
は
と
言
え
ば
、

268 

原
始
共
同
態
の
基
本
的
な
協
働
様
式
た
る
こ
の
「
共
同
労
働
」
的
特
質
（
H

社
会
的
分
業
の
未
分
化
）
に
照
応
し
て
、
そ
の
拡
が
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
労
働
そ
れ
自
体
、
社
会
的
分
業
体
系

慶躍の政治学

に
お
い
て
は
あ
く
ま
で
も
「
共
同
組
織
」
の
中
に
限
定
さ
れ
、
更
に
、

に
お
い
て
自
立
し
た
一
片
を
形
成
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
原
始
共
同
態
に
お
い
て
は
、
労
働
主
体
た
る
「
共

同
組
織
」
諸
成
員
の
う
ち
で
、
社
会
的
分
業
体
系
の
一
環
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
労
働
に
従
事
す
る
階
層
が
明
確
な
形
で

は
存
在
し
な
か
っ
た
、
と
推
定
し
得
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
原
始
共
同
態
の
端
緒
に
は
、
個
々
の
労
働
主
体
の

「
意
識
」
に
お
い
て
す
ら
、
そ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
労
働
（
↓
精
神
的
労
働
）
は
、
未
だ
物
質
的
労
働
と
不
可
分
に
結
び
つ

き
、
ま
さ
に
単
な
る
「
現
実
的
生
活
の
表
明
（
恥
ロ
回
目
。
ョ
ロ

m
g）
」
（
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
二
二
七
頁
、

傍
点
原
著
者
）
と
し
て
、
物
質
的
労
働
の
う
ち
に
埋
も
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
原
始
共
同
態
に
お
け
る
人
間
（
H
労
働
諸
主
体
）
が
、
例
え
ば
先
史
オ
l
リ
ニ
ャ
ッ
ク
文
化
期
の
洞
窟
壁
画
や
ア
ル
タ

ミ
ラ
の
見
事
な
「
芸
術
作
品
」
を
作
り
上
げ
る
に
至
っ
た
動
機
も
、
彼
ら
の
美
意
識
の
「
表
明
」
意
欲
に
あ
る
の
で
な
か
っ
た
の
は

勿
論
の
こ
と
、
そ
う
し
た
「
美
意
識
」
自
体
、
原
始
共
同
態
の
歴
史
の
端
緒
に
あ
っ
て
は
、
物
質
的
労
働
（
H

自
然
の
質
量
変
換
）

の
う
ち
に
、
い
わ
ば
揮
然
一
体
と
な
っ
て
埋
め
込
ま
れ
、
明
確
な
「
意
識
」
と
な
っ
て
登
場
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
何
故
な
ら
、
原
始
共
同
態
の
端
緒
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
「
観
念
、
表
象
、
意
識
の
生
産
は
ま
ず
第
一
に
人
間
の
物
質
的
活

動
お
よ
び
物
質
的
交
通
の
う
ち
に
：
：
：
直
接
に
お
り
こ
ま
れ
：
：
：
人
間
の
表
象
作
用
、
思
考
作
用
、
精
神
的
交
通
は
こ
こ
で
は
ま
だ

か
れ
ら
の
物
質
的
行
動
の
直
接
の
流
出
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
」
（
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
二
二
頁
、
傍

点
引
用
者
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
歴
史
の
繋
明
期
に
お
け
る
労
働
諸
主
体
の
こ
の
よ
う
な
溶
融
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
意
識
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ー
ド
ン
・
チ
ャ
イ
ル
ド
の
次
の
文
章
が
、
実
に
活
き
活
き
と
し
た
表
情
を
伝
え
て
い
る
。



「
芸
術
家
は
・
空
白
な
壁
を
ひ
っ
か
く
。
す
る
と
、
見
よ
、
前
に
何
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
野
午
が
い
る
で
は
な
い
か
。
：
：
：
芸
術
家
が

暗
い
洞
窟
の
中
で
野
牛
を
描
い
た
の
と
同
じ
確
か
さ
で
、
外
の
草
原
に
は
、
彼
の
仲
間
が
殺
し
て
食
う
生
き
た
野
牛
が
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

成
功
を
確
保
す
る
た
め
、
芸
術
家
は
時
と
し
て
（
し
か
し
、
稀
に
）
そ
う
な
っ
て
欲
し
い
と
思
う
よ
う
に
、
投
げ
た
槍
で
貫
か
れ
た
野
牛
を

描
い
た
。
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
変
化
と
そ
の
前
提
諸
条
件

こ
う
し
て
、
抑
々
原
始
共
同
態
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
は
、
先
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
の
存
立
基

盤
（
H

淵
源
）
た
る
「
共
同
組
織
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
次
に
、
歴
史
の
端
緒
に
特
有
の
「
共
同
労
働
」
的
協
働
様
式
に
よ
っ
て

制
約
さ
れ
て
、
未
だ
独
自
な
様
相
を
呈
す
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
に
、
な
お
深
く
物
質
的
労
働
の
本
性
の
う
ち
に
包
み
込
ま
れ
た
ま
ま

に
お
か
れ
て
い
た
が
、
「
共
同
組
織
」
（
↓
淵
源
）
と
共
同
労
働
的
「
協
働
」
（
↓
必
然
性
）
と
い
う
ふ
た
つ
の
関
連
す
る
支
柱
の
下
に

打
ち
据
え
ら
れ
た
こ
の
よ
う
な
原
始
共
同
態
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
が
、
漸
く
そ
れ
独
自
の
片
鱗
を
見
せ
は
じ
め
る

精神的交通論序説（八川敏昭）

に
至
る
そ
の
「
基
軸
」
と
な
る
も
の
は
、
何
よ
り
も
先
ず
、
次
第
に
高
揚
し
つ
つ
あ
る
生
産
諸
力
の
動
態
で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
原
始
共
同
態
の
内
部
か
ら
成
熟
し
は
じ
め
た
生
産
諸
力
の
高
揚
が
、
や
が
て
原
始
共
同
態
的
「
共
同
組
織
」
（
H

生
産

諸
関
係
）
の
う
ち
に
包
摂
し
き
れ
ぬ
ほ
ど
の
水
準
に
達
す
る
と
、
つ
い
に
は
「
原
始
共
同
態
」
に
変
わ
っ
て
、
そ
れ
と
は
全
く
異
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
性
格
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
新
た
な
「
共
同
組
織
」
（
↓
農
業
共
同
体
）
が
、
そ
の
生
産
諸
力
の
水
準
に
照
応
し
て
現
出
す
る
。
そ
し

、
、
、
、
、
、
、

て
更
に
は
、
そ
の
新
し
い
「
共
同
組
織
」
に
伴
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
が
、
生
産
諸
力
の
発
展

、、、、、

に
対
応
し
て
登
場
し
て
来
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
原
始
共
同
態
の
内
側
か
ら
次
第
に
成
熟
し
は
じ
め
て
「
共
同
組
織
」
を
改
編
し
、
そ
の
結
果
つ
い
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ



ー
シ
ヨ
ン
形
態
を
も
変
貌
せ
し
め
る
に
至
る
と
こ
ろ
の
こ
の
生
産
諸
力
の
発
展
と
は
、
具
体
的
に
は
何
を
意
味
す
る
の
か
と
言
え
ば
、
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そ
れ
は
結
局
、
社
会
的
分
業
の
展
開
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
「
ど
の
程
度
ま
で
一
国
民
の
生
産
力
が
発
展
し
て
い
る

か
は
、
分
業
が
発
展
し
て
い
る
程
度
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
明
白
に
し
め
さ
れ
る
。
ど
ん
な
あ
た
ら
し
い
生
産
力
で
も
、
こ
れ
が
い
ま

慶醸の政治学

ま
で
す
で
に
知
ら
れ
た
生
産
力
の
た
ん
に
量
的
な
拡
張
（
た
と
え
ば
所
有
地
の
開
墾
）
で
な
い
か
ぎ
り
、
分
業
の
あ
た
ら
し
い
発
達

を
結
果
と
し
て
と
も
な
う
」
（
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
二
五
頁
）
も
の
で
あ
る
。

更
に
こ
の
「
分
業
」
は
、
「
も
と
も
と
は
性
行
為
に
お
け
る
分
業
に
ほ
か
な
ら
ず
、

つ
ぎ
に
は
自
然
的
な
素
質
（
た
と
え
ば
体
力
）
、

欲
望
、
偶
然
な
ど
な
ど
に
よ
っ
て
ひ
と
り
で
に
、
す
な
わ
ち
「
自
然
成
長
的
』
（

E
E
Z皆
目
回
目
指
）
に
で
き
あ
が
る
」
（
マ
ル
ク
ス
H

エ

ン
ゲ
ル
ス
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
三
九
頁
）
も
の
で
あ
っ
た
が
、
就
中
、
協
働
様
式
の
性
格
が
「
共
同
労
働
」
的
色
彩
（
↓
「
集

団
的
生
産
力
」
）
を
拭
い
去
っ
て
、
次
第
に
「
個
別
労
働
」
的
色
彩
（
↓
「
個
人
的
生
産
力
」
）
を
強
め
て
来
る
に
従
い
、
「
分
業
」
の

二
八
頁
）
の
段
階
へ
と
推
転

し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
生
産
諸
力
の
上
昇
が
相
伴
う
。
換
言
す
れ
ば
、
原
始
共
同
態
の
「
そ
の
初
期
に
は
集
団
そ
れ
自
体
が
基
本
的

な
生
産
力
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
：
：
：
そ
の
内
部
に
お
け
る
生
産
力
の
い
っ
そ
う
の
発
展
は
、
い
ま
や
何
よ
り
も
ク
分
業
ψ

の
展
開
と
し
て
、
す
な
わ
ち
個
人
的
な
生
産
諸
力
の
新
た
な
形
成
と
拡
充
と
い
う
形
を
と
っ
て
進
展
す
る
」
（
大
塚
「
基
礎
理
論
』
二

形
態
は
漸
次
「
社
会
的
分
業
」
（
厳
密
に
一
吉
守
え
ば
「
分
業
に
も
と
づ
く
社
会
的
協
働
」
）
（
大
塚
「
諸
条
件
」

九
頁
、
傍
点
原
著
者
）
と
こ
ろ
の
「
社
会
的
分
業
」
と
し
て
現
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
原
始
共
同
態
」
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
を
変
化
せ
し
め
る
「
基
軸
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
生

産
諸
力
の
上
昇
」
は
、
具
体
的
に
は
「
社
会
的
分
業
の
展
開
」
、
換
言
す
れ
ば
「
個
別
労
働
」
的
協
働
様
式
（
↓
個
人
的
生
産
力
）
の

拡
充
と
し
て
現
わ
れ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
推
転
し
て
行
く
生
産
諸
力
の
上

昇
に
対
応
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
リ
精
神
的
交
通
）
形
態
も
、
そ
の
歴
史
的
発
展
段
階
に
相
応
し
い
様
相
を
次
々
と
形
作

一
層
発
展
し
た
生
産
力
に
ー
ー
し
た
が

っ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
桓
桔
と
な
っ
た
前
代
の
交
通
形
態
の
か
わ
り
に
、



、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

っ
て
ま
た
諸
個
人
の
自
己
活
動
の
一
層
進
歩
し
た
方
式
に
対
応
す
る
一
つ
の
あ
た
ら
し
い
交
通
形
態
が
あ
ら
わ
れ
、
今
度
は
こ
れ
が

ま
た
桂
桔
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
他
の
交
通
形
態
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
」
（
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』

一O
頁
、
傍
点
引
用
者
）
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四

社
会
的
分
業
の
展
開
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
変
貌

さ
て
、
以
上
の
諸
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
そ
の
次
に
は
以
下
の
よ
う
な
事
柄
が
問
題
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
て
来
る
。
す
な
わ
ち
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
を
新
た
な
様
相
の
も
と
に
変
貌
さ
せ
得
る
た
め
に
は
、
そ
の
「
基
軸
」
た
る
べ
き
「
社
会
的
分
業
」
が
、

い
っ
た
い
知
何
な
る
態
様
を
以
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
換
言
す
れ
ば
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
が
変
化

す
る
た
め
の
前
提
た
る
「
社
会
的
分
業
」
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
「
展
開
形
態
」
を
と
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
、
と
い

っ
た
問
題
が
そ
れ
で
あ
る
。

精神的交通論序説（J¥111敏昭）

精
神
的
労
働
の
分
化

さ
て
、
そ
れ
ま
で
物
質
的
労
働
の
う
ち
に
深
く
包
み
込
ま
れ
た
ま
ま
で
い
た
「
原
始
共
同
態
」
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
リ
精
神
的
労
働
）
形
態
が
、
以
前
と
は
全
く
異
な
っ
た
新
し
い
様
相
の
も
と
に
生
ま
れ
変
わ
り
得
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、

予
め
精
神
的
労
働
が
物
質
的
労
働
の
制
約
か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
そ
こ
か
ら
自
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
不
可
欠
な
前
提
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
を
変
化
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
「
社
会
的
分
業
」
の
展
開
形
態
と

し
て
先
ず
始
め
に
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
は
、
こ
の
物
質
的
労
働
と
精
神
的
労
働
と
の
分
離
に
基
づ
く
両
者
間
の
分
業
関
係
（
H

協
働
関

係
）
の
生
成
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
分
業
関
係
が
展
開
さ
れ
る
結
果
と
し
て
、
精
神
的
労
働
が
物
質
的
労
働

271 
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、

、

、

、

、

、

、

か
ら
相
対
的
に
自
立
し
得
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
「
精
神
的
交
通
」
と
し
て
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

、

、

、

（

同

）

労
働
も
ま
た
、
漸
く
そ
の
自
立
化
の
現
実
的
基
礎
（
H
発
端
条
件
）
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

272 

慶躍の政治学

手
工
業
の
分
化

物
質
的
労
働
と
精
神
的
労
働
と
の
間
の
分
業
関
係
の
生
成
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
「
原
始
共
同
態
」
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ

、、、

ヨ
ン
形
態
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
労
働
の
自
立
化
と
い
う
新
た
な
段
階
に
変
化
さ
せ
る
た
め
の
現
実
的
基
礎
（
H
発
端
条
件
）

を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
物
質
的
労
働
と
精
神
的
労
働
と
の
間
の
分
業
関
係
の
展
開
、
換
言
す
れ
ば
、

、

、

、

、

、

、

物
質
的
労
働
に
対
す
る
精
神
的
労
働
の
自
立
化
の
み
を
以
っ
て
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
新
た
な
発
展
段

階
を
指
し
示
す
、
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
態
様
に
変
化
と
拡
が
り
と
を
与
え
、
且
つ
、

、、

そ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
発
展
段
階
を
根
底
的
に
指
し
示
す
指
標
と
な
る
も
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
が

、、、

変
貌
し
う
る
た
め
の
「
物
質
的
基
礎
」
を
、
直
接
且
つ
衝
撃
的
に
形
成
す
る
と
こ
ろ
の
生
産
諸
力
の
上
昇
（
H

社
会
的
分
業
の
展
開
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
程
度
で
あ
り
、
就
中
、
物
質
的
労
働
そ
の
も
の
に
お
け
る
分
業
の
展
開
度
で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

2 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
歴
史
的
発
展
段
階
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
物
質
的
労
働
そ
の
も
の
に
お
け
る
分
業

の
展
開
形
態
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
局
面
は
、
先
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
労
働
に
必
要
な
労
働
要
具
（
筆
記
用
具
、
等
々
）

こ
の
よ
、
つ
な
、

を
生
産
す
る
と
こ
ろ
の
様
々
な
手
工
業
が
、
物
質
的
労
働
（
主
と
し
て
農
業
、
及
び
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
と
こ
ろ
の
原
始
的
諸
産
業
）
か

ら
分
立
H

発
展
し
は
じ
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
様
々
な
手
工
業
は
、
「
社
会
的
分
業
の
進
展
に
つ
れ
て
ク
農

業
ψ

か
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
に
分
離
し
、
さ
ら
に
相
互
の
分
裂
に
よ
っ
て
そ
の
種
類
が
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
く
」
（
大
塚
『
諸
条
件
』

O
頁
）
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
手
工
業
の
発
展
に
つ
れ
て
、

や
が
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
労
働
そ
の
も
の
に

、、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
に
も
変
化
が
招
来

必
要
な
労
働
要
具
の
生
産
を
受
け
も
っ
と
こ
ろ
の
諸
部
門
が
出
現
し
、
そ
の
結
果
、



す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

3 

交
通
労
働
の
分
化

し
か
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
歴
史
的
発
展
段
階
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
分
業
の
展
開
形
態
は
、
単
に
こ
の
よ
う
な
物

質
的
労
働
か
ら
の
手
工
業
の
分
立
H

発
展
（
H

自
立
化
）
と
い
う
局
面
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
更
に
は
ま
た
別
の
姿
を
と
っ
た
分
業

の
展
開
形
態
を
も
そ
の
視
野
に
収
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
は
「
交
通
労
働
」
と
呼
び
得
る
新
し
い

精神的交通論序説（八川敏昭）

形
態
の
労
働
の
顕
在
化
と
い
う
局
面
で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
物
質
的
労
働
の
う
ち
に
未
分
化
の
ま
ま
に

包
含
さ
れ
て
い
た
交
通
労
働
が
、
物
質
的
労
働
か
ら
分
離
し
て
そ
れ
独
自
の
領
域
を
形
成
す
る
に
至
り
、
そ
の
結
果
、
物
質
的
労
働

と
交
通
労
働
と
の
聞
に
新
た
な
分
業
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
「
交
通
労
働
」
の
自
立
化
は
、
そ
れ

が
物
質
的
労
働
か
ら
の
直
接
的
派
生
物
で
あ
る
と
い
う
事
情
の
結
果
と
し
て
、
す
ぐ
さ
ま
「
精
神
的
交
通
」
（
H

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

形
態
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
さ
し
あ
た
り
そ
れ
は
「
物
質
的
交
通
」
形
態
の
変
化
と
し
て
立
ち
現
わ
れ

て
来
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
「
物
質
的
交
通
」
（

H
「
経
済
的
交
通
」
）
労
働
は
、
当
初
は
運
送
業

B
O
R
E
E
H
8
3
2
と
い

う
形
態
を
と
り
な
が
ら
、
後
に
は
そ
こ
か
ら
商
業

5
0
5
E
E
を
分
立
さ
せ
る
と
い
う
具
合
に
進
行
し
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
と
も

か
く
、
「
精
神
的
交
通
」
と
し
て
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
形
態
の
態
様
は
、
こ
の
物
質
的
交
通
の
展
開
形
態
に
規
定
さ
れ
な

が
ら
も
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
（
物
質
的
）
交
通
労
働
の
自
立
化
に
対
応
し
て
、
新
た
な
様
相
の
も
と
に
変
化
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

き
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
「
原
始
共
同
態
」
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
H

精
神
的
交
通
）
形
態
は
、
精
神

的
労
働
と
物
質
的
労
働
と
が
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
労
働
の
自
立
化
と
い
う
変
化
の
た
め
の
現
実
的
基
礎

（H
発
端
条
件
）
が
与
え
ら
れ
、
物
質
的
労
働
の
う
ち
か
ら
手
工
業
と
交
通
労
働
と
が
分
立
し
は
じ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
化
の
た
め

273 



、、、

の
物
質
的
基
礎
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
歴
史
的
発
展
条
件
と

274 
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い
う
問
題
に
即
し
て
み
る
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
変
化
は
、
す
な
わ
ち
生
産
諸
力
の
上
昇
（
H

社
会
的
分
業
の
展
開
）
と
、

そ
れ
に
対
応
す
る
と
こ
ろ
の
「
共
同
組
織
」
の
推
転
（
原
始
共
同
態
↓
農
業
共
同
体
）
に
伴
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
具
体

慶麿の政治学

的
に
は
、
社
会
的
分
業
体
系
に
お
け
る
手
工
業
と
交
通
労
働
と
の
発
展
如
何
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
変
化
と
拡
が
り
と
を

規
定
し
て
い
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

従
っ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
歴
史
的
発
展
段
階
は
、
こ
の
手
工
業
並
び
に
交
通
労
働
の
発
展
段
階
に
照
応
し
て
指
し

一
不
さ
れ
る
と
言
い
得
る
と
同
時
に
、
そ
れ
は
ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
が
生
産
諸
力
の
上
昇
（
H

社
会
的
分
業
の
展
開
）

の
一
定
の
水
準
に
照
応
す
る
と
こ
ろ
の
「
共
同
組
織
」
（
H
生
産
諸
関
係
）
に
対
応
し
た
形
態
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
表
示
さ
れ
得

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
H

精
神
的
交
通
）
が
「
共
同
組
織
」
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
且
つ
精

る
。
す
な
わ
ち
、

神
的
労
働
が
そ
の
時
代
の
支
配
的
「
階
級
」
（
↓
生
産
諸
関
係
）
に
お
け
る
分
業
の
一
環
と
し
て
現
出
し
て
来
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
歴
史
的
発
展
段
階
は
、
そ
の
と
き
の
「
共
同
組
織
」
（
H

生
産
諸
関
係
）

の
性
格
に
対
応
し
た

様
相
を
以
っ
て
示
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
の
「
共
同
組
織
」
（
H

生
産
諸
関
係
）
的
性
格
は
、

ミ
ユ
ニ
ケ
l
シ
ョ
ン
労
働
を
為
す
に
必
要
な
生
産
手
段
（
↓
労
働
要
具
）
の
所
有
諸
関
係
と
し
て
現
象
し
て
来
る
の
は
無
論
の
こ
と
、

よ
り
鮮
明
な
色
彩
を
帯
び
て
立
ち
現
わ
れ
て
来
る
こ
と
に
な
る
。

コ

更
に
は
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
諸
相
の
も
と
で
、

こ
う
し
て
、
「
原
始
共
同
態
」
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
を
変
化
さ
せ
、
更
に
は
そ
の
歴
史
的
発
展
を
推
し
進
め
る
「
基

軸
」
と
な
る
も
の
は
、
何
よ
り
も
先
ず
「
分
業
に
も
と
づ
く
社
会
的
協
働
」
（
H

社
会
的
分
業
）
の
展
開
形
態
（
日
生
産
諸
力
の
上
昇
）

で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
発
展
段
階
を
指
し
示
す
「
指
標
」
と
な
る
も
の
は
、
そ
の
時
代
の
「
共
同
組
織
」
（
H

生
産
諸
関
係
）
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
リ
精
神
的
交
通
）
形
態
の
変
化
の
基
軸

性
格
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
最
後
に
こ
れ
を
要
言
す
れ
ば
、

、、

は
「
生
産
諸
力
」
の
上
昇
で
あ
り
、
変
化
の
指
標
は
「
生
産
諸
関
係
」
の
性
格
で
あ
る
。



精神的交通論序説（J¥Jll敏昭）

（l
）
は
じ
め
に
こ
と
わ
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
概
念
は
、
意
味
論
や
情
報
科

学
の
発
達
と
と
も
に
、
著
し
い
「
深
化
」
と
「
拡
が
り
」
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
諸
科
学
の
轍
密
な
定
義
に
従
え
ば
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
概
念
が
、
遂
に
は
遺
伝
子
に
よ
る
形
質
伝
達
や
固
体
内
部
の
生
理
的
プ
ロ
セ
ス
に
至
る
ま
で
の
、
実
に
微
細
を
極
め
た
規
定
に
ま

で
到
達
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
う
し
た
内
容
ま
で
も
本
稿
の
対
象
に
含
め
る
と
な
る
と
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
歴
史
的
取
扱

い
の
う
え
で
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
方
、
あ
く
ま
で
も
そ
う
し
た
規
定
に
執
着
し
て
い
る
と
、
今
度
は
却
っ
て
奇
妙
な
ト
リ
ビ
ア
リ
ズ

ム
に
陥
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
従
っ
て
、
本
稿
で
一
言
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
「
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
、
す
な
わ
ち
極

め
て
常
識
的
な
意
味
で
の
「
人
間
相
互
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
（
H
精
神
的
交
通
）
と
い
う
こ
と
に
限
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

、
、
、
、
、
、

（
2
）
「
個
々
人
に
つ
い
て
明
ら
か
な
の
は
、
た
と
え
ば
彼
自
身
が
、
あ
る
人
間
的
共
同
体
の
生
れ
な
が
ら
の
構
成
員
と
し
て
の
み
、
彼
自
身
の
も
の
で

ウ

ン

デ

ィ

ン

グ

ゲ

マ

イ

ン

ヴ

ェ

1
ゼ
ン

あ
る
言
語
に
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
個
々
人
の
所
産
と
し
て
の
言
語
は
不
可
能
で
あ
る
O
i
－
－
－
言
語
自
体
は
、
一
個
の
共
同
組
織
の
生
産

物
で
あ
り
、
ま
た
別
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
自
体
共
同
組
織
の
定
在
、
し
か
も
証
明
を
要
し
な
い
そ
の
定
在
で
あ
る
。
」
（
カ
l
ル
・
マ
ル
ク
ス
「
資

本
主
義
的
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
」
手
島
正
毅
訳
、
国
民
文
庫
、
一
九
六
三
年
〔
以
下
『
先
行
諸
形
態
』
と
略
記
〕
ゴ
一
五
頁
、
傍
点
原
著
者
。
な
お
、

同
訳
書
中
の
一
部
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
使
用
す
る
用
語
と
の
統
一
上
、
そ
の
訳
語
を
変
更
し
て
引
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
）

（
3
）
例
え
ば
次
の
よ
う
な
マ
ル
ク
ス
の
章
句
を
見
よ
。
「
自
然
生
的
種
族
共
同
態
、
ま
た
は
原
始
群
団

E
m
E
g当
2
8〕
と
い
っ
た
も
の
が
、
人
間
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

生
活
と
、
自
己
を
再
生
産
し
対
象
化
す
る
そ
の
活
動
（
牧
人
、
狩
猟
者
、
農
耕
者
等
と
し
て
の
活
動
）
と
の
、
客
観
的
諸
条
件
を
領
有
す
る
最
初
の

前
提
：
：
：
で
あ
る
o
」
（
マ
ル
ク
ス
『
先
行
諸
形
態
』
一

O
頁
、
傍
点
原
著
者
）
。
更
に
、
「
生
産
行
為
」
と
「
共
同
組
織
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

、
、
、
、
、
、
、

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
述
を
参
照
の
こ
と
。
「
生
き
て
い
る
個
人
に
と
っ
て
自
然
的
生
産
条
件
の
一
つ
は
、
彼
が
一
個
の
自
然
生
的
な
社
会
、

種
族
等
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
所
属
は
、
す
で
に
た
と
え
ば
そ
の
人
の
言
語
等
の
た
め
の
条
件
で
あ
る
。
」
（
マ
ル
ク
ス
「
先
行
諸
形
態
』

三
八
頁
、
傍
点
原
著
者
）
。

（
4
）
な
お
、
併
せ
て
次
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
言
葉
を
参
照
の
こ
と
。
「
労
働
の
発
達
は
必
然
的
に
社
会
の
諸
成
員
を
た
が
い
に
い
っ
そ
う
緊
密
に
結
び
つ

け
る
こ
と
に
寄
与
し
た
。
す
な
わ
ち
労
働
の
発
達
に
よ
っ
て
相
互
の
援
助
、
共
同
で
お
こ
な
う
協
働
の
機
会
は
よ
り
頻
繁
に
な
り
、
社
会
成
員
各
個

に
と
っ
て
の
こ
の
よ
う
な
協
働
の
効
用
の
意
識
は
い
よ
い
よ
は
っ
き
り
と
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
生
成
し
つ
つ
あ
っ
た
人
間
は
、
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
い
に
な
に
か
を
話
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
た
の
で
あ
る
。
」
（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
猿
が
人
開
化
す
る
に
あ
た
っ

27う
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て
の
労
働
の
役
割
」
菅
原
仰
訳
「
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
一
九
六
八
年
〔
以
下
「
労
働
の
役
割
」
と
略
記
〕
四
八
四
l
五
頁
、
傍
点
原
著
者
）
。

（
5
）
な
お
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
↓
一
言
語
）
の
成
立
す
る
契
機
が
「
協
働
」
で
あ
る
か
否
か
は
別
に
し
て
も
、
と
も
か
く
そ
れ
が
、
人
間
に
よ

ち
か
ら

る
何
ら
か
自
発
的
な
「
意
志
」
に
発
す
る
の
で
は
な
く
、
さ
り
と
て
ま
た
他
者
の
「
強
力
」
に
あ
る
の
で
も
な
く
、
「
生
産
行
為
」
（
↓
労
働
）
を
含

、
、
、
、
、
、

む
と
こ
ろ
の
何
ら
か
の
「
行
為
」
に
の
み
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
文
脈
の
違
い
は
あ
れ
、
陰
欝
暖
昧
な
気
分
の
中
で
聖
書
を
開
い
て
確
か
め
た
フ
ア

ウ
ス
ト
が
感
得
し
た
こ
と
に
相
違
な
い
。
す
な
わ
ち
：
：
：

こ
う
書
い
て
あ
る
、
「
は
じ
め
に
言
葉
あ
り
き
」
と
。

す
で
に
こ
こ
で
お
れ
は
つ
か
え
て
し
ま
う
。
誰
の
助
け
を
か
り
て
先
へ
す
す
め
ば
い
い
だ
ろ
う
。

お
れ
は
言
葉
を
そ
ん
な
に
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。

な
ん
と
か
別
の
訳
し
方
を
考
え
ず
ば
な
る
ま
い
。

お
れ
の
心
が
霊
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
う
ま
く
で
き
る
か
も
し
れ
ぬ
。

こ
う
書
い
て
あ
る
、
「
は
じ
め
に
こ
こ
ろ
あ
り
き
」
と
。

軽
率
に
筆
を
下
さ
ぬ
よ
う
に
、

第
一
行
を
慎
重
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
こ
ろ

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
創
り
出
し
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
生
動
さ
せ
る
の
が
意
だ
ろ
う
か
。

む
し
ろ
、
こ
う
書
い
て
あ
る
は
ず
だ
、
「
は
じ
め
に
力
あ
り
き
」
と
。

し
か
し
、
紙
の
上
に
そ
れ
を
書
い
て
い
る
う
ち
に
、

ど
う
や
ら
そ
れ
も
不
完
全
な
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
。

、、、

霊
の
た
す
け
だ
！
お
れ
は
と
っ
さ
に
思
い
つ
い
て
、

安
心
し
て
こ
う
書
く
、
「
は
じ
め
に
行
い
あ
り
き
」
と
。

（ゲ
l
テ
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
大
山
定
一
訳
、
世
界
文
学
大
系
一
九
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
O
年
、
三
二
頁
、
傍
点
原
著
者
）
。

こ
こ
に
至
っ
た
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
ま
さ
に
卓
見
で
あ
る
。
そ
し
て
今
度
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
そ
れ
を
受
け
て
こ
う
続
け
る
。
「
言
語
が
労
働
の
な
か
か
ら
、

ま
た
労
働
と
と
も
に
生
ま
れ
た
と
す
る
こ
の
説
明
が
唯
一
の
正
し
い
説
明
で
あ
る
」
0

（
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
労
働
の
役
割
」
三
二
頁
）
0
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（
6
）
ま
た
序
で
な
が
ら
二
百
す
れ
ば
、
労
働
諸
主
体
聞
に
お
け
る
交
通
（
↓
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
先
に
も
示
唆
し
て
お
い
た
よ
う
に
諸
個

人
の
自
発
的
意
志
に
基
づ
い
て
生
ず
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
前
述
し
た
前
提
諸
条
件
に
対
応
し
、
そ
れ
に
促
さ
れ
つ
つ
生
起
す

る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
諸
個
人
は
「
純
粋
な
自
我
と
し
て
で
は
な
く
、
か
れ
ら
の
生
産
力
と
欲
望
と
の
一
定
の
発
展
段
階
に
お
け
る
個
人
と
し
て
交

、
、
、
、
、
、

通
を
は
じ
め
」
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
労
働
諸
主
体
（
H
自
然
的
諸
個
人
）
の
意
識
に
お
い
て
、
い
わ

ば
自
然
成
長
的
に
生
成
し
て
来
る
の
で
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
の
自
然
成
長
的
性
格
は
、
後
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
諸
条
件
の
影

響
の
も
と
に
拭
い
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
「
言
語
の
自
然
成
長
性
は
、
近
代
の
あ
ら
ゆ
る
発
達
し
た
言
語
に
お
い
て
は
、
一
部
は
ロ
マ
ン

語
お
よ
び
ゲ
ル
マ
ン
語
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
既
存
の
材
料
か
ら
言
語
発
展
の
歴
史
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
、
一
部
は
イ
ギ
リ
ス
語
に
お
け
る
よ
う
に
諸

国
民
の
交
雑
と
混
合
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
、
一
部
は
ま
た
経
済
的
お
よ
び
政
治
的
な
集
中
に
も
と
づ
い
て
一
国
民
の
内
部
に
お
け
る
諸
方
言
（
U
E
m
E
m）

が
国
語
（
Z
呂。
E
－4
5与
の
）
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
」
（
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
二
二
三
、

、、、

一
二
七
頁
）
。
但
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
が
変
化
す
る
に
必
要
な
一
般
的
諸
条
件
に
つ
い
て
は
後
段
で
詳
述
す
る
。

（
7
）
「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
オ
l
リ
ニ
ヤ
ツ
ク
文
化
期
の
狩
猟
者
た
ち
の
生
活
様
式
を
一
つ
の
有
機
的
統
一
体
と
し
て
な
が
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

そ
の
文
化
を
、
芸
術
、
宗
教
、
科
学
、
ま
た
は
迷
信
な
ど
に
分
類
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
洞
窟
絵
画
や
小
さ
な
立
像
な
ど
と
正
面
か
ら
取
組
む
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
も
し
彼
ら
が
た
だ
な
ぐ
さ
み
に
、
自
分
の
住
む
洞
窟
の
壁
に
絵
を
描
い
た
だ
け
だ
と
考
え
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
意
味

を
解
く
手
が
か
り
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
（
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
・
ホ
グ
ベ
ン
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
」
書
岳
H
林
H
平
田
H
南
共
訳
、
岩

波
現
代
叢
書
、
一
九
五
八
年
〔
以
下
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
』
と
略
記
〕
一
一
頁
）
0

（
8
）
な
お
、
原
始
共
同
態
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
態
様
を
知
る
う
え
で
、
更
に
は
本
稿
の
今
後
の
論
述
の
展
開
の
う
え
で
も
ま
た
、
特

に
こ
の
引
用
文
中
の
「
物
質
的
交
通
」
と
「
精
神
的
交
通
」
と
の
対
比
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

（9）

5
5
。。丘。ロ門
E
P
E冨
吉
田
島
g
E
S
E－「
J

F

。足。
p
tぞ
ω
F
3士晴、
H
a
F
O
司

E
昇。円。田口
σ
5
4・
（
ホ
グ
ベ
ン
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
』

一
三
頁
参
照
）
。
な
お
、
チ
ャ
イ
ル
ド
の
こ
の
記
述
は
、
絵
画
を
は
じ
め
と
す
る
「
映
像
芸
術
」
の
淵
源
が
、
字
義
の
素
朴
な
意
味
で
の
「
労
働
」
（
H

自
然
の
質
量
変
換
）
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
絵
画
の
淵
源
を
、
こ
こ
で
は
「
自
然
」
と
し
て
存
在
す
る
「
空
白
な
壁
」
に
、

労
働
主
体
た
る
人
聞
が
、
自
身
の
想
像
力
を
介
し
て
「
映
像
」
を
描
き
（
刊
生
産
行
為
）
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
然
に
手
を
加
え
る
こ
と
（
H
労
働
）
に

求
め
得
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
人
間
の
想
像
力
を
介
し
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
と
こ
ろ
の
「
労
働
」
こ
そ
が
、
「
精
神
的
労
働
」
と
呼
ば
れ
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、、

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
更
に
付
け
加
え
る
と
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
原
始
共
同
態
の
労
働
諸
主
体
が
、
こ
の
「
精
神
的
労
働
」
の
萌
芽
を
通
し
て
、
と

も
か
く
も
「
自
然
」
に
対
し
て
立
ち
向
か
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
労
働
諸
主
体
の
「
意
識
」
の
一
定
の
進
歩
を
前
提
に
し
て
の
み
は
じ
め
て
言

、、、、

い
得
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
意
識
は
「
最
初
は
た
ん
に
身
ぢ
か
な
感
性
的
環
境
に
つ
い
て
の
意
識
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
意
識
的
に
な
り
つ
つ
あ
、

る
個
人
の
そ
と
に
あ
る
他
の
人
物
お
よ
び
事
物
と
の
か
ぎ
ら
れ
た
つ
な
が
り
の
意
識
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
就
中
そ
れ
は
、
さ
し
あ
た
り
、
白

、、、

然
に
つ
い
て
の
意
識
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
意
識
は
、
先
ず
そ
の
原
初
的
な
対
象
と
し
て
「
自
然
」
を
捉
え
る
が
、
し
か
し
当
初
は
、
人

、、

聞
の
こ
の
自
然
意
識
が
す
ぐ
さ
ま
逆
に
、
「
ま
っ
た
く
よ
そ
よ
そ
し
い
全
能
か
つ
不
可
侵
な
力
」
と
な
っ
て
、
人
間
を
「
禽
獣
の
よ
う
に
：
：
：
威
圧
」

す
る
。
従
っ
て
、
自
然
に
つ
い
て
の
人
間
（
H

労
働
主
体
）
の
こ
の
意
識
は
、
す
な
わ
ち
ま
た
「
自
然
に
つ
い
て
の
純
粋
に
動
物
的
な
意
識
」
で
も

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
意
識
の
疎
外
が
、
歴
史
の
発
端
に
お
け
る
人
間
の
自
然
意
識
を
、
全
く
弱
々
し
い
も
の
と
し
て
形
作
る
こ
と
に
な
る
（
マ
ル

ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
「
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
三
八
頁
、
傍
点
原
著
者
）
。
し
か
し
そ
れ
に
比
較
し
て
、
チ
ャ
イ
ル
ド
の
こ
の
描
写
に
現
わ
れ
る

労
働
諸
主
体
は
、
も
は
や
単
に
自
然
に
よ
っ
て
「
威
圧
」
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
「
純
粋
に
動
物
的
」
な
段
階
を
脱
し
、
道
具
の
使
用
を
通
し
て
、
雄
々

し
く
「
自
然
」
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
始
共
同
態
の
発
端
の
労
働
諸
主
体
に
見
ら
れ
た
こ
の
「
動
物

的
な
意
識
」
は
、
や
が
て
ト
i
テ
ミ
ズ
ム
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
等
々
の
原
始
的
諸
観
念
へ
と
受
け
継
が
れ
、
次
第
に
希
薄
化
し
な
が
ら
も
そ
の
後
の
歴

史
的
変
遷
を
掻
い
潜
り
、
宗
教
等
々
と
い
う
形
を
と
っ
て
そ
の
残
淳
を
緬
照
ら
せ
て
い
る
。

（
叩
）
「
共
同
組
織
」
と
い
う
言
葉
を
こ
の
よ
う
に
「
生
産
諸
関
係
」
と
い
う
用
語
で
置
き
換
え
て
理
解
す
る
こ
と
も
、
さ
し
て
不
当
な
こ
と
で
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
次
の
章
句
を
参
照
の
こ
と
。
「
特
定
の
形
態
の
ク
共
同
体
ψ

を
支
え
る
生
産
諸
関
係
は
、
そ
れ
に
照
応
す
る
独
自
な
ク
共

同
組
織
。
の
う
ち
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
」
（
大
塚
久
雄
「
共
同
体
内
分
業
の
存
在
形
態
と
そ
の
展
開
の
諸
様
相
」
『
大
塚
久
雄
著
作
集
」
第
七
巻
、
岩

波
書
店
、
一
九
六
九
年
、
二
二
七
頁
）
。

（
日
）
「
古
い
共
同
組
織
の
維
持
は
、
そ
れ
の
基
礎
で
あ
る
諸
条
件
の
破
壊
を
ふ
く
み
、
そ
の
反
対
物
に
転
回
す
る
。
も
し
同
一
面
積
で
の
生
産
性
が
た

と
え
ば
生
産
力
の
発
展
等
に
よ
っ
て
増
大
し
う
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
労
働
の
新
し
い
様
式
、
新
し
い
結
合
、
一
日
の
大
部
分

を
農
業
に
つ
い
や
す
こ
と
等
々
を
ふ
く
む
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
れ
と
と
も
に
共
同
組
織
の
古
く
か
ら
の
経
済
的
諸
条
件
を
も
止
揚
す
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
再
生
産
の
行
為
そ
れ
自
体
の
な
か
で
は
、
た
と
え
ば
農
村
が
都
市
と
な
り
、
荒
野
が
聞
か
れ
た
耕
地
と
な
る
等
、
客
観
的
諸
条
件
が
変

化
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
生
産
者
も
、
自
分
の
な
か
か
ら
新
し
い
資
質
を
引
き
出
し
、
生
産
に
よ
っ
て
自
分
自
身
を
発
展
さ
せ
、
改
造
し
、
新
し
い
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力
や
新
し
い
観
念
を
形
成
し
、
新
し
い
交
通
様
式
、
新
し
い
欲
望
、
ま
た
新
し
い
言
語
を
も
形
成
し
て
、
み
ず
か
ら
を
変
化
さ
せ
る
。
」
（
マ
ル
ク
ス
「
先

行
諸
形
態
』
四
二
頁
）
0

（
ロ
）
従
っ
て
こ
の
こ
と
は
、
古
い
「
原
始
的
共
同
態
」
に
お
い
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
新
し
い
「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
」
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
。

例
え
ば
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
に
お
い
て
生
産
方
法
が
変
革
さ
れ
て
生
産
諸
力
が
上
昇
し
、
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ユ
ア
時
代
か
ら
大
工
業
時
代
へ
と

移
行
し
た
こ
と
に
対
応
し
、
「
前
代
の
交
通
形
態
」
の
か
わ
り
に
「
あ
た
ら
し
い
交
通
形
態
」
が
現
わ
れ
る
様
相
を
、
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
た
運
輸
・
通
信
手
段
も
、
ま
も
な
く
熱
病
的
生
産
速
度
、
膨
大
な
規
模
、
一
つ

の
生
産
部
面
か
ら
他
の
生
産
部
面
へ
の
大
量
の
資
本
と
労
働
者
の
絶
え
間
な
い
投
入
、
新
し
く
つ
く
り
出
さ
れ
た
世
界
市
場
の
連
関
、
を
と
も
な
う

大
工
業
に
と
っ
て
は
、
や
が
て
絶
え
が
た
い
束
縛
に
転
化
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
：
：
：
運
輸
・
通
信
制
度
は
、
川
蒸
気
船
、
鉄
道
、
大
洋
汽
船
、
お
よ
び

電
信
の
体
系
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
大
工
業
の
生
産
方
法
に
適
合
さ
れ
た
。
」
（
カ
l
ル
・
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
』
第
一
巻
第
三
分
冊
、
資
本
論
翻
訳
委

員
会
訳
、
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
六
六
四
頁
）
。
な
お
、
更
に
付
言
す
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
リ
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
交
通
形
態
」
が
生
産
力
に

、
、
、
、
、
、
、

対
し
て
単
な
る
対
応
関
係
に
あ
る
、
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
箇
所
で
は
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
論
述
を
行
な
っ
て
い
る
。
「
歴
史
上
の
あ
ら

ゆ
る
衝
突
は
、
：
：
：
生
産
力
と
交
通
形
態
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
の
う
ち
に
そ
の
根
源
を
も
っ
て
い
る
」
（
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
「
ド
イ
ツ
・
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
』
一
一
一
一
頁
）
と
。
す
な
わ
ち
、
「
生
産
様
式
」
と
の
関
連
か
ら
言
っ
て
、
後
に
「
生
産
関
係
」
耳
a
c
E
5
5
5吾
筈
巳
∞
と
い
う
概
念
構
成

に
よ
っ
て
鋭
く
示
さ
れ
て
く
る
も
の
を
ば
、
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
こ
で
は
「
交
通
形
態
」

5
件
。
冒
問
。

5
と
い
う
用
語
に
よ
っ
て
表
現
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
日
）
な
お
、
こ
の
物
質
的
労
働
と
精
神
的
労
働
と
の
分
離
（
H
分
業
）
を
産
み
出
す
も
の
も
、
ま
た
、
「
原
始
共
同
態
」
の
う
ち
に
性
や
体
力
差
な
ど

に
よ
っ
て
自
ず
か
ら
生
ず
る
と
こ
ろ
の
「
自
然
成
長
的
」
分
業
で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
自
然
成
長
的
「
分
業
と
と
も
に
、
精
神
的

、
、
、

活
動
と
物
質
的
活
動
が
：
：
：
別
々
な
個
人
の
仕
事
に
な
る
可
能
性
、
い
な
現
実
性
が
あ
た
え
ら
れ
る
」
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
物
質
的
労
働
と
精
神

、
、
、

的
労
働
と
の
分
業
関
係
が
、
そ
れ
ま
で
の
単
な
る
「
自
然
成
長
的
」
分
業
関
係
と
決
定
的
に
異
な
る
点
は
、
分
業
が
、
こ
の
「
物
質
的
労
働
と
精
神

的
労
働
と
の
分
割
が
あ
ら
わ
れ
る
瞬
間
か
ら
、
は
じ
め
て
現
実
的
に
分
業
と
な
る
」
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
分
割
」
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
れ
ま
で

、
、
、
、

の
「
自
然
成
長
的
」
分
業
が
、
個
別
の
労
働
諸
主
体
聞
に
お
け
る
意
識
的
な
分
業
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
（
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
ド

イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
三
九
｜
四
O
頁
、
傍
点
引
用
者
）
0
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（
凶
）
更
に
付
け
加
う
る
べ
き
は
、
「
原
始
共
同
態
」
と
い
う
、
い
わ
ば
無
「
階
級
」
を
前
提
と
す
る
と
こ
ろ
の
「
共
同
組
織
」
が
、
生
産
諸
力
の
上
昇
（
H

、、、、

社
会
的
分
業
の
展
開
）
に
対
応
し
て
、
「
階
級
」
関
係
を
内
包
す
る
新
た
な
「
共
同
組
織
」
へ
と
変
貌
す
る
に
伴
い
、
「
支
配
階
級
」
に
お
け
る
分
業

の
展
開
の
一
環
と
し
て
も
、
物
質
的
労
働
と
精
神
的
労
働
と
の
間
の
分
業
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
精
神
的
労
働
は

あ
く
ま
で
も
物
質
的
労
働
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
い
ま
ま
で
の
歴
史
の
主
要

な
力
の
一
つ
と
し
て
み
い
だ
し
た
と
こ
ろ
の
分
業
は
、
い
ま
や
ま
た
支
配
階
級
の
な
か
に
お
い
て
も
精
神
的
労
働
と
物
質
的
労
働
と
の
分
業
と
し
て

あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
階
級
の
内
部
に
お
い
て
そ
の
一
部
が
こ
の
階
級
の
思
想
家
と
し
て
た
ち
あ
ら
わ
れ
る
の
に
た
い
し
て
、
他
の
人
々

は
こ
れ
ら
の
思
想
や
幻
想
に
む
し
ろ
受
働
的
か
つ
受
容
的
な
態
度
を
と
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
現
実
に
こ
の
階
級
の
能
動
的
な
成
員

で
あ
っ
て
、
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
幻
想
や
思
想
を
み
ず
か
ら
つ
く
る
よ
う
な
余
裕
を
あ
ま
り
も
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
そ
し
て
ま
た
、
「
こ
の
階

級
の
内
部
に
お
い
て
そ
れ
の
こ
の
よ
う
な
分
裂
は
、
二
つ
の
部
分
の
あ
る
程
度
の
対
立
と
敵
対
に
ま
で
も
発
展
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
お
よ
そ

こ
の
階
級
そ
の
も
の
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
実
践
上
の
衝
突
が
お
こ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
対
立
や
敵
対
は
ひ
と
り
で
に
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
し
て
こ
の
と
き
に
は
実
際
ま
た
、
あ
た
か
も
支
配
的
な
思
想
が
支
配
階
級
の
思
想
で
は
な
く
て
、
こ
の
階
級
の
力
と
は
ち
が
っ
た
力
を
も

つ
か
の
よ
う
な
み
せ
か
け
も
、
き
え
う
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
」
（
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
「
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
六
六
｜
七
頁
）
。
な
お

こ
の
引
用
句
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
勃
興
と
と
も
に
生
成
し
て
来
た
「
近
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
擬
制
的
性
格
l
l
sブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ

ー
グ
と
し
て
の
限
界
と
可
能
性
ー
ー
を
説
明
す
る
う
え
で
、
重
要
な
問
題
点
を
苧
ん
で
い
る
。

（
日
）
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
様
々
な
手
工
業
の
発
展
は
、
そ
れ
が
単
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
労
働
に
必
要
な
労
働
要
具
の
生
産
諸
部
門
を
生
成
さ
せ

る
も
の
と
し
て
の
み
意
味
を
も
っ
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
更
に
そ
う
し
た
様
々
な
手
工
業
の
発
展
自
体
が
社
会
的
分
業
の
展
開
（
H
生
産
諸
力
の

上
昇
）
過
程
の
「
主
要
な
流
れ
」
を
成
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
重
要
性
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
生
産
諸
力
の
発
展
の
主
要
方
向
は
、

大
づ
か
み
に
み
て
、
ク
農
業
ψ

の
う
ち
か
ら
種
々
な
ク
手
工
業
。
が
分
離
か
つ
独
立
し
、
そ
う
し
た
ク
手
工
業
。
が
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
に
分
裂
を
と
げ

つ
つ
、
そ
の
種
類
が
ま
す
ま
す
多
岐
と
な
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
姿
で
の
、
杜
会
的
分
業
の
進
展
と
し
て
現
わ
れ
」
て
来
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
様
々
な
手
工
業
の
発
展
こ
そ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
を
変
貌
せ
し
め
る
に
至
る
と
こ
ろ
の
「
生
産
諸
力
の
上
昇
」
（
H
社
会
的

分
業
の
展
開
）
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
の
具
体
的
な
姿
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
（
大
塚
『
諸
条
件
」
一
一
八
、
一
二

O
頁）。

（
同
）
「
分
業
の
そ
の
つ
ぎ
の
拡
大
は
生
産
と
交
通
と
の
分
離
で
あ
り
、
商
人
と
い
う
特
殊
な
階
級
の
形
成
だ
っ
た
。
」
（
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
「
ド
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精神的交通論序説（八Jll敏昭）

イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
七
七
頁
）
0

（
げ
）
「
物
質
的
交
通
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
用
法
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
大
塚
久
雄
は
、
そ
れ
を
よ
り
厳
密
且
つ
限
定
的
に
捉
え
な
お
し
て
、
新
た

に
「
経
済
的
交
通
」
と
い
う
一
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
こ
の
「
経
済
的
交
通
」
と
は
、
「
社
会
を
な
し
て
生
産
す
る
諸
個
人
の
あ
い
だ
で
お

、、

こ
な
わ
れ
る
、
。
E
2
移
転
の
関
係
」
を
さ
す
の
で
あ
り
、
「
商
品
流
通
（
し
た
が
っ
て
商
業
）
も
そ
の
う
ち
に
包
含
さ
れ
る
が
、
商
品
流
通
の
形
を

と
ら
な
い
自
然
経
済
的
な
交
換
関
係
も
、
そ
の
他
の
の
皆
2
移
転
の
関
係
も
、
す
べ
て
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
大
塚
「
諸
条
件
」

一
一
一
七
l
八
頁
、
傍
点
原
著
者
）
。
そ
れ
故
こ
の
「
経
済
的
交
通
」
と
い
う
言
葉
の
も
つ
用
法
を
「
精
神
的
交
通
」
（
H

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
と

い
う
概
念
に
敷
桁
し
て
定
義
し
て
み
れ
ば
、
さ
し
ず
め
そ
れ
は
、
「
共
同
組
織
諸
成
員
（
H
労
働
諸
主
体
）
聞
に
お
け
る
意
味
の
移
転
の
関
係
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
同
）
物
質
的
交
通
労
働
が
運
送
業
か
ら
商
業
へ
と
展
開
し
て
行
く
そ
の
過
渡
的
な
事
情
に
つ
い
て
は
、
次
の
断
章
が
鋭
く
示
唆
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
商
人
と
は
ク
挨
だ
ら
け
の
足
。
立
注
目
当
ロ
舎
2
凶
つ
ま
り
行
商
人
と
同
義
語
だ
っ
た
」
（
増
田
義
郎
「
文
明
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
史

（
2
）
西
洋
｜
大
航
海
時
代
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
史
』
（
講
座
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
2
）
、
研
究
社
、
一
九
七
三
年
〔
以
下
「
大
航
海
時
代
」

と
略
記
〕
一
二
七
頁
）
。

（
円
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
H

精
神
的
交
通
）
形
態
が
、
こ
の
よ
う
に
物
質
的
交
通
形
態
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
も
、
次
第
に
そ
の
独
自
な
容
姿
を

露
わ
に
し
て
来
る
と
い
う
展
開
形
態
を
、
も
っ
と
も
「
如
実
に
」
（
し
か
し
「
典
型
的
に
」
で
あ
る
か
否
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
）
示
し
た
時
期

は
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
あ
の
所
調
「
大
航
海
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
特
に
前

掲
の
増
田
論
文
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
い
さ
さ
か
煩
噴
に
わ
た
る
と
思
わ
れ
る
が
、
同
論
文
中
の
次
の
諸
章
句
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
当
時
の
事

情
に
つ
い
て
の
実
感
を
伝
え
て
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
「
も
っ
と
も
正
確
な
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
の
は
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
商
売
上
の

必
要
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
っ
て
で
き
る
だ
け
正
し
い
情
報
を
集
め
、
じ
ぶ
ん
た
ち
の
連
絡
網
に
よ
っ
て
仲
間
に
そ
れ
を
伝
え
た
。
：
：
：
そ
う

い
う
情
報
の
う
ち
の
あ
る
も
の
は
、
た
だ
ち
に
印
刷
に
付
せ
ら
れ
た
。
商
人
た
ち
の
中
で
も
特
に
大
き
な
連
絡
網
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
ヴ
エ
ル
ザ

ー
や
フ
ガ
ー
な
ど
の
大
商
人
で
あ
っ
た
。
：
：
：
大
商
会
の
海
外
情
報
蒐
集
は
、
そ
の
後
も
続
行
さ
れ
た
が
、
今
日
「
フ
ガ
l
家
の
報
知
』
（

E
沼
2
1

N
o
E
D
m
g）
と
い
う
名
で
知
ら
れ
る
、
フ
ガ
l
商
会
、
特
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
エ
ド
ヴ
ア
ル
ト
・
フ
ガ
i

（
一
五
四
七
｜
二
ハ
一
八
）
の
手
に
な
る
ニ

ュ
ー
ス
文
書
集
は
、
そ
の
中
で
も
も
っ
と
も
有
名
で
あ
る
。
：
：
：
し
か
し
「
報
知
」
成
立
の
環
境
は
、
当
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に

281 



政治・社会

関
し
て
、
有
益
な
光
を
投
げ
か
け
て
く
れ
る
の
で
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
「
報
知
」
の
ニ
ュ
ー
ス
・
ソ
l
ス
は
三
種
類
に
分
れ
、
フ
ガ
l
家
の
各
地

の
代
理
人
、
手
代
の
送
っ
て
き
た
知
ら
せ
、
当
時
ド
イ
ツ
の
商
業
都
市
で
発
行
さ
れ
て
い
た
大
判
、
片
面
刷
の
新
聞
、
そ
れ
に
一
種
の
ニ
ュ
ー
ス
・

エ
l
ジ
ェ
ン
シ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
な
ど
が
あ
っ
た
。
最
後
の
も
の
は
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
イ
ェ
レ
ミ
ア
ス
・
ク
ラ
ッ
サ
l
、
イ
エ
レ
ミ
ア
ス
・

シ
フ
レ
が
主
宰
す
る
代
理
店
が
、
二
疋
の
購
読
料
を
払
っ
た
読
者
に
、
ニ
ュ
ー
ス
を
編
集
、
頒
布
し
た
も
の
で
、
中
世
末
期
か
ら
当
時
ま
で
に
、
ヨ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

i
ロ
ッ
パ
の
遠
距
離
貿
易
の
発
達
に
よ
り
必
要
に
な
っ
た
情
報
蒐
集
が
専
門
の
職
業
を
生
み
出
す
ほ
ど
の
量
と
規
模
に
ま
で
拡
大
し
て
い
た
こ
と
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

示
し
て
い
る
。
片
面
刷
の
新
聞
類
も
、
も
っ
ぱ
ら
商
業
上
の
需
要
に
応
じ
た
も
の
で
、
有
力
な
商
業
都
市
で
は
例
外
な
く
発
行
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

香
料
船
の
到
着
と
か
、
新
国
土
の
発
見
な
ど
の
事
件
は
、
必
ず
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
l
で
知
ら
さ
れ
た
。
」
（
増
田
「
大
航
海
時
代
」
一
四
四
｜
五
頁
、
傍

点
引
用
者
）
。

（
却
）
「
支
配
階
級
の
思
想
は
ど
の
時
代
に
も
支
配
的
な
思
想
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
杜
会
の
支
配
的
な
物
質
的
な
力
で
あ
る
と
こ
ろ
の
階
級
は
、
同
時

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

に
そ
の
社
会
の
支
配
的
な
精
神
的
な
力
で
あ
る
。
物
質
的
生
産
の
手
段
を
左
右
す
る
階
級
は
、
そ
れ
と
同
時
に
精
神
的
生
産
の
手
段
を
左
右
す
る
。
だ

か
ら
同
時
に
ま
た
、
精
神
的
生
産
の
手
段
を
欠
い
て
い
る
人
々
の
思
想
は
、
お
お
む
ね
こ
の
階
級
に
服
従
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
支
配
的
な
思
想

と
は
支
配
的
な
物
質
諸
関
係
の
観
念
的
な
表
現
、
思
想
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
支
配
的
な
物
質
的
諸
関
係
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ま
さ

し
く
そ
の
一
つ
の
階
級
を
支
配
階
級
に
す
る
と
こ
ろ
の
諸
関
係
の
観
念
的
な
表
現
、
す
な
わ
ち
こ
の
階
級
の
支
配
の
思
想
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
」
（
マ

ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
「
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
六
六
頁
、
傍
点
引
用
者
）
0
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（
付
記
）
本
稿
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
生
成
と
精
神
的
交
通
」
（
「
国
家
論
研
究
」
二
一
号
、
一
九
八
三
年
）
を
改
題
し
、
大
幅
に
改
稿
し
た
も
の

で
あ
る
。


